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中仙中学校

昨年度からリーディングDXに取り組んできました。

様々な取組はこちらから

中仙地域の小・中連携をDX



９年間の子供の成長を見据えた教育実践や生活に関することなど
共通のテーマを設けて研究を進めてきた経緯がある。

中仙町→大仙市（中仙地域）

中仙町教育研究会

中仙教
2005年に１市６町１村が合併

中仙町教育委員会が主導していた
教育研究会が合併後も各学校長の
思いもあり存続、今に至る。

中仙地域教育研究会



３小学校
１中学校

中仙地域教育研究会

中仙教 DX
中仙小：１３４人
豊成小：　９０人
清水小：　６２人
中仙中：１５７人

Microsoft Teams 
全職員を一つのチームにまとめる



　「中仙教」という組織として意識的に一
つになっていたものを物理的に一つのチ
ームに組み込むことでより俊敏な、業
務、教育活動を共有するプラットフォー
ムにすることができました。　
　

各部署をTeamsでつなぐ

・教務、教頭部会 ー 校務の効率化
・　研　究　部　 ー 授業改善、ICT活用
・児童会、生徒会 ー デジタルシチズンシップ教育

各学校、各部署をつなぐのがICTであり、
各校にいるリーディングDX担当、という
組織づくりを行いました。



DX
・授業研究会（授業を見合う会）をリモート配信
・指導案等をクラウド保管・共有
・リモートの合同研修会
・学年部会の創設と授業内容のシェア

研究会・研修会



「授業を見合う会」をDX

指導案を共有

授業録画動画を共有

授業リアルタイム配信 オンデマンド配信

・気軽に見ることができる（時間的・精神的）
・進学後の子供の姿を見ることができる
・指導案を通して学びのつながりを意識できる
・自分の授業改善に役立つ
・初任の先生の研修の機会になる



リモートによる担当者会議の開催

　
　担当者のリモート会議を月に2回ほどのペース
で開催しました。
　本事業の進め方やアプリ等の情報提供の他、
購入したい書籍、共通で実践する取組など、ホ
ワイトボードを活用して気軽に話し合う形で行
いました。気軽に集まって話ができるというの
も非常に大切ポイントです。

「みんなでやってみる！」
を合い言葉に

こんな授業やったよ！

夏休み何かしてみる？ホワイトボードの活用



地区の３小学校・学年部会チームをつくる
　3小学校では、6年生の学年部会
をつくり、教材研究を進めました。

・教材の共有、内容の共有
・外国語活動での交流
・日々の悩みの共有や助言

働き方改革につながる？
若手の悩み解決
少人数の交流から大人数へ
（見方・考え方の広がり）
中１ギャップの対策



　学校DX戦略アドバイザーの先生を招いて行った研修会の様子

（対面とリモートのハイブリッド）

クラウド上での意見の練り合い

小・中合同の研修会を開催

各部会ごとに集まって（リモート組は学校単位で集まって）研修を行う。
クラウド活用の研修も兼ねて、パワーポイントを使って協働編集して意見を練り合い。



夏休み後すぐに
取り組むことを
宣言してもらう

（クラウド活用の研修も兼ねる）小・中合同の研修会を開催

他者参照を体験してもらう



中仙地区校長会の議事録はプレゼンにまとめて全職員に共有

リーディングDXを意識して、校長先生が率先して挑戦してくださるのがありがたい。



中仙地区からより広く横展開へ

中仙地区→大仙市の教職員へ

冬休みを利用して合同の研修会を実施
テーマ「ICTを活用したインクルーシブ教育の実現」



・「中仙教」はあったものの、小中のつながりをあまり意識してはいなかったが、授業を気軽にみる　
　ことができて、意識するようになってきた。
・授業を見合う会（リモート配信、オンデマンド配信）により、進学していった生徒の姿を見ること　
　ができたり、小学校の先生方の専門教科の授業を興味を持って参観する姿が多くみられるようにな
　った。何よりも気軽に見ることができる。
・先生同士のつながりが生まれたこと。
・小学校中学校が気軽につながることで、学びの連続性をより強く意識することにつながった。
・最近では些細なことでも小中全職員が見られるTeamに配信している。卒業生の活躍だったり、
　イベントだったり。
・中仙地域内の情報共有から、さらに大仙市全体への情報共有へと広がってきた。

 Microsoft Teamsで全職員を一つのチームにまとめた成果

今後も、「もっと気軽につながれる場と機会」をつくっていきたい。


